
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る
区
域
の

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
六
一
九

指
定
の
解
除

公
安
委
員
会

○
信
号
機
の
設
置
等
交
通
規
制
の
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
一
九

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る
区
域
の
指
定
（
平
成
十
四
年
山
梨
県

告
示
第
四
百
十
九
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
一
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
古
　
　
屋
　
　
忠
　
　
彦

別
表
第
四
中

「
四
五
七

県
道
島

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
六

車
両

車
両
進
行

韮
崎
平
成
一
四
年
八

上
条
宮

、
三
二
九
番
地
先
（
宮
久

北
か
ら
南

月
一
日

久
保
絵

保
交
差
点
左
折
導
流
部
）

へ
終
日

告
示
第
四
一
号

見
堂
線

（
一
五
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
四
五
七

県
道
島

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
六

車
両

車
両
進
行

韮
崎
平
成
一
四
年
八

上
条
宮

、
三
二
九
番
地
先
（
宮
久

北
か
ら
南

月
一
日

久
保
絵

保
交
差
点
左
折
導
流
部
）

へ
終
日

告
示
第
四
一
号

見
堂
線

（
一
五
メ
ー
ト
ル
）

四
五
八

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺

車
両

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
一

府
玉
穂

二
九
〇
番
地
先
（
内
田
道

西
か
ら
東

府

一
月
二
五
日

中
道
線

夫
方
北
側
）
か
ら
中
巨
摩

へ
終
日

告
示
第
七
一
号

（
新
山

郡
玉
穂
町
極
楽
寺
一
六
一

梨
環
状

番
地
先
（
内
田
総
業
㈲
南

道
路
南

側
）
ま
で
（
二
六
〇
メ
ー

部
区
間

ト
ル
）

側
道
上

り
線
）

四
五
九

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺

車
両

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
一

府
玉
穂

一
六
一
番
地
先
（
内
田
総

東
か
ら
西

府

一
月
二
五
日

中
道
線

業
㈲
南
側
）
か
ら
中
巨
摩

へ
終
日

告
示
第
七
一
号

（
新
山

郡
玉
穂
町
極
楽
寺
二
九
〇

梨
環
状

番
地
先
（
内
田
道
夫
方
北

道
路
南

側
）
ま
で
（
二
六
〇
メ
ー

部
区
間

ト
ル
）

側
道
下

り
線
）

四
六
〇

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一

車
両

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
一

府
玉
穂

、
二
六
二
番
地
の
一
先
（

西
か
ら
東

府

一
月
二
五
日

中
道
線

玉
穂
中
央
ラ
ン
プ
交
差
点

へ
終
日

告
示
第
七
一
号

（
新
山

北
側
）
か
ら
中
巨
摩
郡
玉

梨
環
状

穂
町
極
楽
寺
三
六
八
番
地

道
路
南

先
（
内
田
正
文
方
北
側
）

部
区
間

ま
で
（
四
九
〇
メ
ー
ト
ル

側
道
上

）

り
線
）

四
六
一

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺

車
両

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
一

府
玉
穂

三
六
八
番
地
先
（
内
田
正

東
か
ら
西

府

一
月
二
五
日

中
道
線

文
方
北
側
）
か
ら
中
巨
摩

へ
終
日

告
示
第
七
一
号

（
新
山

郡
玉
穂
町
成
島
一
、
二
六

梨
環
状

二
番
地
の
一
先
（
玉
穂
中

道
路
南

央
ラ
ン
プ
交
差
点
南
側
）

部
区
間

ま
で
（
四
九
〇
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
一
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
四
年

十
一
月
二
十
五
日

第
千
三
百
三
十
八
号

月　曜　日

、
、

、
、



側
道
下

）

り
線
）

四
六
二

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一

車
両

車
両
進
行

南
甲
平
成
一
四
年
一

〇
六
六

、
二
五
七
番
地
の
一
八
先

東
か
ら
西

府

一
月
二
五
日

号
線

（
宮
沢
晴
美
方
北
側
）
か

へ
終
日

告
示
第
七
一
号

ら
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯

一
、
二
七
〇
番
地
の
一
二

先
（
宮
沢
晴
美
方
西
側
）

ま
で
（
一
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「
四
、
九
三
一

県
道
上

北
都
留
郡
上
野
原
町
棡
原
六
、
四
四

二

上
野
平
成
一
四
年
一
〇

野
原
あ

三
番
地
先
（
棡
原
中
学
校
西
側
交
差

原

月
一
七
日

き
る
の

点
）

告
示
第
六
一
号

線

」

を「
四
、
九
三
一

県
道
上

北
都
留
郡
上
野
原
町
棡
原
六
、
四
四

二

上
野
平
成
一
四
年
一
〇

野
原
あ

三
番
地
先
（
棡
原
中
学
校
西
側
交
差

原

月
一
七
日

き
る
の

点
）

告
示
第
六
一
号

線

四
、
九
三
二

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
四
六
番
地

二

南
甲
平
成
一
四
年
一
一

府
玉
穂

の
一
先
（
神
明
川
一
の
橋
西
側
交
差

府

月
二
五
日

中
道
線

点
）

告
示
第
七
一
号

（
新
山

梨
環
状

道
路
南

部
区
間

側
道
）

四
、
九
三
三

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
五
二
番
地

二

南
甲
平
成
一
四
年
一
一

府
玉
穂

の
四
先
（
神
明
川
二
の
橋
西
側
交
差

府

月
二
五
日

中
道
線

点
）

告
示
第
七
一
号

（
新
山

梨
環
状

道
路
南

部
区
間

側
道
）

四
、
九
三
四

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
六
六
番
地

一

南
甲
平
成
一
四
年
一
一

府
玉
穂

の
一
先
（
山
忠
木
材
北
側
交
差
点
）

府

月
二
五
日

中
道
線

告
示
第
七
一
号

（
新
山

梨
環
状

道
路
南

部
区
間

側
道
）

四
、
九
三
五

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
三
二
二
番

一

南
甲
平
成
一
四
年
一
一

府
玉
穂

地
の
一
先
（
高
橋
地
区
公
会
堂
南
側

府

月
二
五
日

中
道
線

交
差
点
）

告
示
第
七
一
号

（
新
山

梨
環
状

道
路
南

部
区
間

側
道
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
一
、
四

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町
一

一
、
三
一
〇
　
車
両
（

五
〇

南
甲
平
成
一
四

〇
一

府
玉
穂

、
三
四
七
番
地
の
一

原
付
・

府

年
七
月
八

中
道
線

七
先
（
西
下
条
立
体

け
ん
引

日

ラ
ン
プ
合
流
部
）
か

①
②
③

告
示
第
三

ら
甲
府
市
大
津
町
二

を
除
く

四
号

、
一
三
〇
番
地
の
二

。）

先
（
山
梨
県
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
西
側
）

ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
四

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町
一

二
、
二
二
〇

車
両
（

五
〇

南
甲
平
成
一
四

〇
一

府
玉
穂

、
三
四
七
番
地
の
一

原
付
・

府

年
一
一
月

中
道
線

七
先
（
西
下
条
立
体

け
ん
引

二
五
日

（
新
山

ラ
ン
プ
合
流
部
）
か

①
②
③

告
示
第
七

梨
環
状

ら
中
巨
摩
郡
玉
穂
町

を
除
く

一
号

道
路
南

成
島
一
、
二
六
二
番

。）

部
区
間

地
の
一
先
（
玉
穂
中

）

央
ラ
ン
プ
交
差
点
）

ま
で
の
両
側

」

に
、

「
一
、
五

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成

一
、
八
九
〇

車
両
（

五
〇

南
甲
平
成
一
三

二
五

府
玉
穂

島
一
、
二
八
九
番
地

原
付
・

府

年
八
月
九

中
道
線

の
三
先
（
町
道
上
成

け
ん
引

日

島
中
楯
線
と
の
丁
字

①
②
③

告
示
第
三

路
交
差
点
）
か
ら
中

を
除
く

二
号

巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒

。）

七
六
七
番
地
の
一
先

（
田
中
公
則
方
東
側

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

六
二
〇



交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

を「
一
、
五

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中

二
、
三
四
〇

車
両（

五
〇

南
甲
平
成
一
四

二
五

府
玉
穂

楯
七
五
三
番
地
先
（

原
付
・

府

年
一
一
月

中
道
線

国
母
工
業
団
地
南
交

け
ん
引

二
五
日

差
点
）
か
ら
中
巨
摩

①
②
③

告
示
第
七

郡
玉
穂
町
乙
黒
七
六

を
除
く

一
号

七
番
地
の
一
先
（
田

。）

中
公
則
方
東
側
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「
一
〇
、
五
〇
八

町
道
新

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
一
、
一

上
野
原
平
成
一
四
年
一
〇

町
石
舟

五
〇
番
地
先
（
上
野
原
検
問
所
南
側

月
一
七
日

線

・
西
進
車
両
）

告
示
第
六
一
号

」

を「
一
〇
、
五
〇
八

町
道
新

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
一
、
一

上
野
原
平
成
一
四
年
一
〇

町
石
舟

五
〇
番
地
先
（
上
野
原
検
問
所
南
側

月
一
七
日

線

・
西
進
車
両
）

告
示
第
六
一
号

一
〇
、
五
〇
九

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
八
九
三
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

一
〇
六

の
一
先
（
玉
穂
中
央
ラ
ン
プ
交
差
点

月
二
五
日

号
線

北
側
東
方
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
丁
字
路

告
示
第
七
一
号

交
差
点
北
側
・
南
進
車
両
）

一
〇
、
五
一
〇

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
、
二
七
〇

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

一
〇
六

番
地
の
一
先
（
玉
穂
中
央
ラ
ン
プ
交

月
二
五
日

号
線

差
点
南
側
東
方
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
丁

告
示
第
七
一
号

字
路
交
差
点
南
側
・
北
進
車
両
）

一
〇
、
五
一
一

農
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
八
九
五
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

先
（
神
明
川
一
の
橋
西
側
交
差
点
西

月
二
五
日

方
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
十
字
路
交
差

告
示
第
七
一
号

点
南
側
・
北
進
車
両
）

一
〇
、
五
一
二

農
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
七
三
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

先
（
神
明
川
一
の
橋
西
側
交
差
点
西

月
二
五
日

方
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
十
字
路
交
差

告
示
第
七
一
号

点
北
側
・
南
進
車
両
）

一
〇
、
五
一
三

農
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
七
七
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

先
（
神
明
川
二
の
橋
西
側
交
差
点
西

月
二
五
日

方
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
丁
字
路
交
差

告
示
第
七
一
号

点
南
側
・
北
進
車
両
）

一
〇
、
五
一
四

町
道
中

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
四
六
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

楯
乙
黒

の
一
先
（
神
明
川
一
の
橋
西
側
交
差

月
二
五
日

線

点
南
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
一
五

町
道
中

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
三
四
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

楯
乙
黒

の
二
先
（
神
明
川
一
の
橋
西
側
交
差

月
二
五
日

線

点
北
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
一
六

町
道
中

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
五
二
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

楯
乙
黒

の
一
先
（
神
明
川
二
の
橋
西
側
交
差

月
二
五
日

線

点
南
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
一
七

町
道
中

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
七
五
二
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

楯
乙
黒

の
四
先
（
神
明
川
二
の
橋
西
側
交
差

月
二
五
日

線

点
北
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
一
八

農
道
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
六
六
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

八
号
線

の
一
先
（
山
忠
木
材
北
側
交
差
点
南

月
二
五
日

側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
一
九

農
道
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
三
四
六
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

八
号
線

地
の
二
先
（
山
忠
木
材
北
側
交
差
点

月
二
五
日

北
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
〇

農
道
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
六
五
番
地

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

八
号
線

の
一
先
（
高
橋
地
区
公
会
堂
南
側
交

月
二
五
日

差
点
南
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
一

農
道
六

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
三
二
二
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

八
号
線

地
の
一
先
（
高
橋
地
区
公
会
堂
南
側

月
二
五
日

交
差
点
北
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
二

町
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
二
八
九
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

地
の
一
先
（
今
井
哲
夫
方
北
側
交
差

月
二
五
日

点
南
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
三

町
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
二
八
〇
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

地
の
一
先
（
今
井
哲
夫
方
北
側
交
差

月
二
五
日

点
北
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
四

町
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
二
四
八
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

地
の
一
先
（
内
田
洋
蘭
方
南
側
丁
字

月
二
五
日

路
交
差
点
南
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
五

町
道
高

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
極
楽
寺
一
二
二
番

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

六
二
一



橋
大
津

地
の
一
先
（
鳴
子
橋
西
側
・
南
進
車

月
二
五
日

線

両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
六

市
道

甲
府
市
大
津
町
二
、
一
三
〇
番
地
の

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

二
先
（
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発

月
二
五
日

セ
ン
タ
ー
東
側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
七

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一
、
二
五
七

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

〇
七
〇

番
地
の
三
先
（
伊
藤
孝
夫
方
北
側
・

月
二
五
日

号
線

東
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
八

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一
、
二
七
一

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

〇
七
〇

番
地
先
（
伊
藤
孝
夫
方
南
側
・
東
進

月
二
五
日

号
線

車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
二
九

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一
、
二
五
七

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

〇
六
六

番
地
の
一
八
先
（
宮
沢
晴
美
方
北
側

月
二
五
日

号
線

・
西
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
〇
、
五
三
〇

町
道
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一
、
二
七
〇

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一

〇
六
六

番
地
の
一
二
先
（
宮
沢
晴
美
方
西
側

月
二
五
日

号
線

・
南
西
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「
一
、
一
六
二

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町

一
、
三
一
〇

車
両

終
日

南
甲
平
一
二
・

府
玉
穂

一
、
三
四
七
番
地

府

三
・
一
三

線

の
一
七
先
（
西
下

告
示

条
立
体
ラ
ン
プ
合

第
一
四
号

流
部
）
か
ら
甲
府

市
大
津
町
二
、
一

三
〇
番
地
の
二
先

（
山
梨
県
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
西
側

）
ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
一
六
二

県
道
甲

甲
府
市
西
下
条
町

二
、
二
二
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
四

府
玉
穂

一
、
三
四
七
番
地

府

年
一
一
月

中
道
線

の
一
七
先
（
西
下

二
五
日

（
新
山

条
立
体
ラ
ン
プ
合

告
示
第
七

梨
環
状

流
部
）
か
ら
中
巨

一
号

道
路
南

摩
郡
玉
穂
町
成
島

部
区
間

一
、
二
六
二
番
地

）

の
一
先
（
玉
穂
中

央
ラ
ン
プ
交
差
点

）
ま
で
の
両
側

」

に
、

「
一
、
二
六
七

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町

一
、
八
九
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
三

府
玉
穂

成
島
一
、
二
八
九

府

年
八
月
九

中
道
線

番
地
の
三
先
（
町

日

道
上
成
島
中
楯
線

告
示
第
三

と
の
丁
字
路
交
差

二
号

点
）
か
ら
中
巨
摩

郡
玉
穂
町
乙
黒
七

六
七
番
地
の
一
先

（
田
中
公
則
方
東

側
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
二
六
七

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町

二
、
三
四
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
四

府
玉
穂

中
楯
七
五
三
番
地

府

年
一
一
月

中
道
線

先
（
国
母
工
業
団

二
五
日

地
南
交
差
点
）
か

告
示
第
七

ら
中
巨
摩
郡
玉
穂

一
号

町
乙
黒
七
六
七
番

地
の
一
先
（
田
中

公
則
方
東
側
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「
一
四
八

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
一
、
二
八
九
番

南
甲
府
平
成
一
三
年
八
月
九
日

府
玉
穂

地
の
三
先
（
町
道
上
成
島
中
楯
線
と
の

告
示
第
三
二
号

中
道
線

丁
字
路
交
差
点
）
か
ら
中
巨
摩
郡
玉
穂

町
乙
黒
七
六
七
番
地
の
一
先
（
田
中
公

則
方
東
側
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道

（
一
、
八
九
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
一
四
八

県
道
甲

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
七
五
三
番
地
先

南
甲
府
平
成
一
四
年
一
一
月
二

府
玉
穂

（
国
母
工
業
団
地
南
交
差
点
）
か
ら
中

五
日

中
道
線

巨
摩
郡
玉
穂
町
乙
黒
七
六
七
番
地
の
一

告
示
第
七
一
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

六
二
二



先
（
田
中
公
則
方
東
側
交
差
点
）
ま
で

の
両
側
歩
道
（
二
、
三
四
〇
メ
ー
ト
ル

）

」

に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
三
十
八
号
　
　
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

六
二
三
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年
十
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日

六
二
四


